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【表紙・裏表紙の説明】
　竹原市文化団体連盟
　　川柳：『竹原が大好き普明閣に立つ』　小島　蘭幸
　　　　　小島　蘭

ら ん

幸
こ う

　　　　　全日本川柳協会理事長
　　　　　生れ育った故郷への思いをストレートに表現
　　書　：藻塩　芳昭
　　　　　忠海明泉寺住職
　　写真：『初めての竹原旅』
　（表紙）加島　武
　　　　　撮影地　竹原市本町町並み保存地区
　　　　　　古い町並みの雰囲気が好きで時々撮影しています。
　　　　　 　この作品も雨の日，町並み保存地区で撮影した中の １ 枚で，傘の赤色

がアクセントとなり，想い通りに仕上がったと思います。
　　写真：『子育て』
　（裏表紙）別祖　一義
　　　　　撮影地　竹原市塩町
　　　　　 　ヤマボウシの木陰でふ化したばかりの雛が，まだ目があいていないが

親鳥の気配を感じ，大きく口を開けてえさを受け取っていた。

　　題字：故仁井岡武司元会長の揮毫
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■ごあいさつ

平成の元号も終わり令和となり早 ４ 年が経過した本年，令和 ５ 年初春となりました。そし

て本年も県内各地で地区フェスティバルが開始されることに対し，周到に準備を進めておら

れることと推察します。

「けんみん文化祭ひろしま」は，老若男女が参加する国民的大会として根付いている国民

文化祭へ繋がる地区大会で，今年3４回を数える大きな文化行事のひとつです。昨年の分野別

大会は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，一昨年同様に抽選などにより出演団体を

選ぶことで対応した大会であったと，報告を受けています。こうして諸般の状況を克服しな

がら継続するということを，たとえ細い糸であるとしてもつなぎあいながら持ちこたえてき

ました。

直近の 3 年間は新型コロナウイルス感染症が蔓延し，行動や密な環境への配慮にいろいろ

と制約されることが出てきました。防御対策を講じながら，その時の状況につぶさに厳重な

注意を払いながらの練習やステージでした。長い歴史の中では色々な諸般の事情が発生し，

やむなく中止，中断を余儀なくされることも発生しますが，継続が途切れることが衰退へと，

また消滅にと繋がることが多いと思います。しかし，可能な限り継続することはやがては大

きな力となり，その経験を生かして次なる大きな発展が訪れる可能性を充分に望むことがで

きると思います。

「ひろしまの文化」33号で重本元会長が，各地区から招待の案内をいだいたところにはで

きるだけ足を運び，広島県文化団体連合会が持つ “各地区の優れた取り組みや情報をお互い

に交換して各地区の向上効果をもたらすことを望む” と所感を述べておられます。

今現在，事業継承とか，持続可能社会へ分野を超えて等々，様々に盛んに議論がされてい

ますが，そのことについては，少子高齢化社会が大きく立ちはだかっていると思います。特

に中山間地域にとっては速い速度で進行しつつあり，日本の人口は現在の １ 億2000万人が，

2１00年になると8５00万人に減少するという推計結果が出されています。こうしたなか文化活

動においては若い後継者が減少し，継続が危ぶまれている分野が出てきていると思います。

確かに新しい活動的な分野も出てきていることは感じられますが，けんみん文化祭が新し

く変化を繰り返しながら発展していくことを期待します。昭和時代の団塊世代が後期高齢者

となる今の時代は，積極的に健康人生１00歳をめざし，うるおいのある楽しい人生を目指して

いきましょう。挑戦を繰り返し，乗り越えて乗り越えて新しい創造を完成させていきましょう。

令和 ５ 年 １ 月　

広島県文化団体連合会
会長　前　田　　　茂

～けんみん文化祭ひろしま’23にむけて～
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　令和 ４ 年度広島県文化団体連合会総会が，令和 ４ 年 6 月１４日（火）にサテライトキャンパス
ひろしまにおいて開催されました。
　 １ ．令和 3 年度事業実施報告及び決算報告について
　 2 ．令和 ４ 年度事業実施計画及び予算について　
　 3 ．役員の改選について

令和４年度総会開催

　令和 ４ 年度も，加入文化団体が行う講習会や研修会等の開催による指導者の育成及び講師の
派遣事業を助成しました。（助成金額は １ 事業につき ５ 万円を限度としています。）

◆令和４年度の文化研究会等講師招へい事業の一部をご紹介します。
講 師 名 事　　業　　名 市町名

弘兼　秀子
（一般社団法人全日本川柳協会常任幹事） おおの文化講演会 廿日市市

見延　典子（小説家）
松尾　静明（詩人）　他 庄原文芸第５0号記念第 3 回庄原文芸大賞 庄原市

高地　秀明　
瀬尾　千富　他 第１6回ふくやま “ばらの絵” 公募展 福山市

泉　　妙子 熊野吹奏楽団ファミリーコンサート2022 熊野町

アロハローゼリコ，リノ＆ノヘア　他 第１6回あきたかた市民文化祭「展示芸術の祭典」
オープニングアトラクション・ロビーコンサート 安芸高田市

Duo kozuta 江田島市文化協会　音楽会 江田島市

鈴木　厚子
宮本　君子 第１９回みよし文化祭「俳句・短歌大会」 三次市

村上　勝規（世果報会） ピースフェスティバル 坂町

　今後も文化研究会等講師招へい事業を実施していく予定ですので，講演会や研究会等に積極
的に活用し，一層地域文化の振興に努めてくださるようお願いします。

令和４年度文化研究会等講師招へい事業

　令和 ４ 年度も，公演や催し物などで，県内における文化・芸術の各分野の振興・普及に寄与
すると認められる事業に対し後援しました。随時，後援名義の使用申請を受け付けています。

◆令和４年度の後援事業は次のとおりです。
事 業 名 開催期間・会場 主 催 者

第40回東広島市芸術祭 令和 ５ 年 2 月26日（日）
東広島芸術文化ホールくらら 大ホール 東広島市文化連盟東広島支部

第40回 芸術祭 
第38回 美術部 文芸部 
合同作品展

令和 ５ 年 3 月１４日（火）～１９日（日）
安芸府中生涯学習センターくすのきプラザ　認定
こども園つばめホール（大アリーナ），ギャラリー

あきふちゅう文化協会

令和４年度後援事業

期日　令和 4 年 6 月14日（火）
会場　サテライトキャンパスひろしま 501・502大講義室
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第41回文化講演会
（尾道市文化協会）

期日　令和 4 年11月20日（日）
会場　尾道市民センターむかいしま文化ホール
講師　池田　清彦

尾 道 市 文 化 協 会
会長　小　林　暢　善

　尾道市文化協会は昭和５6年 ９ 月に設立され，一昨年で創立４0周年を迎えました。この間，
平成の大合併で市域が拡大するとともに，各地に存在していた文化協会も統合されました。
　山間部から島しょ部まで広がる尾道市では，それぞれの地域に根差した特色ある伝統芸
能が受け継がれており，市民が主体となった文化活動が盛んに行われております。
　創立４0周年に際し，何か記念事業をやりたいと考えていたところにコロナ禍が到来し，
記念事業だけでなく，多くの事業が中止を余儀なくされました。
　昨年，ようやく事業を実施できる状況となり，第４0回の節目に当たる総合文化祭におい
て，長年に亘り文化振興に寄与された会員への感謝と，当協会のＰＲと会員の拡充につな
げようと，講師に早稲田大学・山梨大学名誉教授の池田清彦先生を招聘し，文化講演会を
開催しました。
　池田先生には「がんばらない生き方」とは「得意なことを自分のキャパの範囲でする，
個性にあった生き方」であること，笑顔でいれば周りも笑顔にできるといったような，人
間の「共感」に関わってくる脳の細胞「ミラーニューロン」の紹介等，ユーモアを交えな
がら講演をしていただきました。
　長く続くコロナ禍で試行錯誤しながら文化活動をしてきた会員や講演会に来られた方の
これからの活力になる講演会になったと実感しております。
　また，講演会の感想とともに，尾道市文化協会の活動をもっと知らせてほしい等のご意
見をいただきました。
　今後も，皆様に当協会の活動を知っていただき，会員それぞれの得意や個性を活かすこ
とのできる場として，当協会を更に盛り上げていきたいと考えております。
　講演会の開催にあたり，広島県文化団体連合会をはじめ，ご尽力いただきました多くの
皆様に心から感謝申し上げます。ありがとうございました。

尾道市文化協会創立40周年記念文化講演会
がんばらない生き方～あなたの人生を変えるほどほどのススメ～
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廿 日 市 文 化 協 会
会長　大　前　順　之

　廿日市市文化協会は，廿日市，佐伯，吉和，大野の ４ 支部で構成され，これを本部事務
局が統括しています。
　活動の目的は，廿日市市の文化芸術の振興と向上に寄与することですが，「文化の力で
私たちの町をワクワクさせよう！」をモットーに掲げています。会員数は，6９団体（１,１3４
人），個人会員９3人。全会員数は１,227人が所属しています。
　廿日市市は，市街部，山間部，海浜部と幅広く，幼児から小中高生，ミドル，シルバー
までが地域の特徴を生かした繋がりの中で活動しています。
　俳句・短歌などの文芸，歌・楽器演奏・踊り（日本舞踊など）・ダンス（ジャズダンス・
バレエ）などのパフォーマンス…と，各支部が多彩な文化活動を行い，これらの活動をベー
スに時には合同で，映画上映会，講演会，けんみん文化祭西部地区フェスティバル，また（公
財）廿日市市芸術文化振興事業団と協力して，文化庁映画，はつかいち平和コンサートな
どに取り組み，行政と市民が支え合って廿日市市全体の文化の質が向上することを行って
います。
　ここ数年，コロナ禍により日常の活動が制限を受け，中止になる事業もありましたが，
今年度は感染症対策をしながら各支部，文化祭などを実施することができました。
　これからも積極的に文化芸術に親しめる場を提供し，明るく笑顔いっぱいの町へと育て，
地域の活性化と発展に尽くしていきたいと思っています。

廿日市文化協会の活動

市　町　だ　よ　り

令和 ４ 年１0月26日　ウッドワンさくらぴあ大ホール　　
廿日市市文化協会本部事業「ぼけますから、よろしくお願いします。～おかえりお母さん～」
映画上映会・信友直子監督講演会　
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「カルテット・スピリタス」公演

熊野町文化団体連絡協議会
会長　長　野　広　幸

　熊野町文化団体連絡協議会は，町内の文化活動を行っている団体によって組織され，主

に町民会館ホールの活性化をすることで，本格的な文化・芸術公演を招聘し，広く町民に

鑑賞機会を提供しています。また，町民の文化活動の普及振興をめざしています。

　近年は，新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，大型公演の開催ができませんで

したが，令和 ４ 年度は，日本を代表するサクソフォン奏者により結成されている「カルテッ

ト・スピリタス」の公演を多くの町民を迎え，開催することができました。閉塞感が漂っ

ている生活の中で，久しぶりに本格的な公演の鑑賞で，楽しく心潤う時間を過ごせたとの

声を多くいただきました。

　また，毎年夏には，町内の市民吹奏楽団と町内 2 校の中学校吹奏楽部によるファミリー

コンサートを，講師を迎えて開催し，乳幼児から高齢者までの幅広い方々に，町民による

演奏活動を楽しんでいただいています。

　けんみん文化祭については，毎年開催している「筆の都くまの町民文化祭」の出演団体

から出場を推薦していますが，この町内最大の文化行事も，コロナ禍により， 3 年続けて

開催できていません。

　コロナ禍により，町内の多くの行事が開催できない事態が続いており，町内の文化・ス

ポーツ団体の活動が停滞し，また継続が困難な状況が，現在の最大の懸案事項です。行政

当局と連携し，町民の活動や，鑑賞機会が継続できるよう，今後も積極的に活動を展開し

ていきたいと思っています。

熊野町文化団体連絡協議会の活動
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分野名（舞台系） 団　体 名

洋舞フェスティバル
１0月 2 日（日）
しまなみ交流館

（出演１0団体（１66人），入場者数627人）

最優秀団体 松本ナツ子モダンバレエ研究所（広島市）

優秀団体
松本ナツ子モダンバレエ研究所 F loose（広島市）

DDK dance create（広島市）

特別賞 高橋洋子バレエ学園（福山市）

民謡民舞の祭典
１0月１6日（日）
坂町町民センター

（出演１6団体（１2５人），入場者数280人）　

最優秀団体 民謡としわ会（広島市）

優秀団体

音戸の舟唄保存会（呉市）

志紅会（東広島市）

広島県民踊協会下田教室大塚支部（北広島町）

大正琴・新舞踊の祭典
１0月30日（日）
庄原市東城文化ホール

（出演１8団体（１36人），入場者数30５人）

大正琴

最優秀団体 琴伝流大正琴「琴響会」（呉市）

優秀団体
大正琴琴成流福山（福山市）

琴城流大正琴花みずき会（三次市）

新舞踊

最優秀団体 撫子会（尾道市）

優秀団体
和若会（世羅町）

花柳流華の会（広島市）

芸能・銭太鼓の祭典
１１月１3日（日）
三次市民ホールきりり

（出演23団体（236人），入場者数５５0人）

銭太鼓
最優秀団体 あき銭太鼓 水和会（府中町）

優秀団体 全日本民謡銭太鼓保存会檀浦流銭太鼓（広島市）

芸能 奨励賞

フラガールレアレア（安芸高田市）

神石踊娘隊きらきら星（神石高原町）

雅楽団体　雅良会（三原市）

ミュージックフェスティバル
１１月20日（日）
呉信用金庫ホール

（出演１５団体（27４人），入場者数４8４人）

洋楽

最優秀団体 広島シンフォニック・ファミリア吹奏楽団（府中町）

優秀団体 東広島マンドリンアンサンブル（東広島市）

特別賞 呉ハーモニカ同好会（呉市）

合唱

最優秀団体 アンサンブル・カーノ（尾道市）

優秀団体
安田学園安田女子高等学校音楽部（広島市）

アンサンブル・ポケット（呉市）

特別賞

フラウエンコール布野（三次市）

オレンジコーラス（大崎上島町）

呉YMCA女声コーラスシャローム（呉市）

和太鼓フェスティバル
１１月20日（日）
福山市神辺文化会館

（出演１2団体（１４４人），入場者数800人）

小・中学生

最優秀団体 太鼓童子こかぶ広島（広島市）

優秀団体 十五鼓乃会（府中市）

特別賞 竹原市立仁賀小学校（竹原市）

一般

最優秀団体 十五鼓乃会（府中市）

優秀団体 広島文教大学附属高等学校和太鼓部「文教太鼓 葵」（広島市）

特別賞 三次童心太鼓（三次市）

（１）分野別フェスティバル

けんみん文化祭ひろしま’22開催結果
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地　区 大会名称 開催期日 開催会場

広島 けんみん文化祭ひろしま
第 ９ 回広島市の祭典 令和 ４ 年 ５ 月１５日（日） JMSアステールプラザ

西部 第33回けんみん文化祭
西部地区フェスティバル 令和 ５ 年 3 月１8日（土） はつかいち文化ホールウッドワンさくらぴあ

呉・安芸 けんみん文化祭ひろしま’22
第33回呉・安芸地区フェスティバル 令和 ５ 年 2 月１９日（日） 織田幹雄スクエア

東広島 けんみん文化祭ひろしま2022
東広島地区フェスティバル 令和 ４ 年１１月 ５ 日（土） 東広島芸術文化ホールくらら

芸北

けんみん文化祭ひろしま’22
芸北地区フェスティバル（安芸高田会場） 令和 ４ 年１１月27日（日） 安芸高田市民文化センター

第33回芸北地区フェスティバル山県地区大会 令和 ５ 年 3 月１2日（日） 千代田開発センター

尾三 けんみん文化祭ひろしま’22
第33回尾三地区フェスティバル

令和 ５ 年 2 月１8日（土） 〈洋舞，銭太鼓，吟詠剣詩舞〉
三原市本郷生涯学習センター（三原会場）

令和 ５ 年 2 月１９日（日） 〈合唱，洋楽，邦楽〉
しまなみ交流館（尾道会場）

令和 ５ 年 2 月26日（日） 〈和太鼓，日本舞踊，民謡民舞，新舞踊，芸能〉
竹原市民館（竹原会場）

福山 けんみん文化祭ひろしま’22
福山地区フェスティバル 令和 ４ 年１１月１3日（日） さんわ総合センターやまなみ文化ホール

備北

令和 ４ 年度第33回けんみん文化祭
備北地区フェスティバル三次大会 令和 ５ 年 3 月１2日（日） 三次市民ホールきりり

令和 ４ 年度けんみん文化祭ひろしま
備北地区フェスティバル庄原大会 令和 ５ 年 3 月１９日（日） 東城文化ホール

（2）地区フェスティバル

分野名（舞台系） 団　体　名

吟詠剣詩舞の祭典
１１月27日（日）
東広島市黒瀬生涯学習センター

（出演１2団体（１１４人），入場者数５00人）

最優秀団体 鉄心流剣詩舞道（尾道市）

優秀団体
詩舞道錦城流福山支部（福山市）

玉翠流翠滉会東広島市部（東広島市）

特別賞 水真流桜尾吟詠会（廿日市市）

邦楽・日本舞踊の祭典
１2月１8日（日）
JMSアステールプラザ

（出演20団体（１５0人），入場者数300人）

邦楽

最優秀団体 和楽器奏団「琳」（東広島市）

優秀団体 いちえの会（神石高原町）

特別賞 ことNEWあんさんぶる（東広島市）

日本舞踊

最優秀団体 邑佑の会（尾道市）

優秀団体 藤間寿三豊会（東広島市）

特別賞 たつじんくらぶ（広島市）

分野名（展示）

クラフトの祭典−手芸・工芸−
１0月22・23日（土・日） 広島県民文化センター第 １・2・3 展示室（出品点数3４１点　入場者数４５3人）

分野名（文芸） 入賞者数 応募者数

文芸祭表彰式・分野会
１2月１１日（日）
広島県民文化センター

（入場者数１９１人）

短歌 入賞各 8 人 小中高の部2,５2５人，一般の部１8５人

俳句 入賞各 8 人 小中高の部５,１４2人，一般の部27４人

現代詩 入賞各 8 人 小中高の部3１7人，一般の部４7人

川柳 入賞各 8 人 小中の部１,５77人，高校・一般の3１0人
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個人の部
南　　昌伸［広島市：美術（工芸）］

団体の部
アンサンブル・アッカ ［東広島市：音楽（現代音楽）］

第43回広島文化賞

個人の部
今井　　豊［尾道市：地域文化］
藏田　秀雄［福山市：生活文化（将棋）］

団体の部
なし（推薦なし）

令和4年度ひろしま文化功労者表彰

個人の部
木村　翔太［広島市：美術（絵画・彫刻）］
久保　寛子［広島市：美術（彫刻）］
高山　尚也［広島市：美術（工芸）］
FUJIWO［広島市：美術（絵画）］

団体の部
なし（推薦なし）

第3回広島文化新人賞

（敬称略）

（敬称略）

　公益財団法人ひろしま文化振興財団は，心豊かなうるおいのある地域社会の創造に寄与
するため，地域文化の向上，普及に貢献した個人や団体を「広島文化賞」として，永年に
わたり，地域において芸術文化の振興及び発展に貢献した個人や団体に「ひろしま文化功
労者表彰」として，また，優れた文化活動を行い将来性のある個人及び団体に対し，今後
の活躍を期待し奨励するため「広島文化新人賞」を設け顕彰します。｢令和 ４ 年度広島文
化賞・ひろしま文化功労者表彰・広島文化新人賞」の贈呈式が，令和 ４ 年１2月 2 日（金）サ
テライトキャンパスひろしまにて行われ，次の方々が受賞されました。

　広島県は，広島県の多彩な豊かさと活力の創造に寄与することを目的に，地域交流・国
際交流の推進，教育・学術・文化の振興，伝統的産業，風習の保存研究などに功労があっ
た個人や団体に「広島県地域文化功労者賞」を贈呈しています。令和 ４ 年度は，令和 ４ 年
１2月20日（火）に広島県庁にて行われ，次の方々が受賞されました。

令和４年度広島文化賞・ひろしま文化功労者表彰・広島文化新人賞

令和4年度広島県地域文化功労者表彰

個人の部

（令和 ４ 年度は団体の部の該当なし）

重本　繁行［廿日市市：地域文化］　　　　　　
世良　基正［福山市：文化財保護］

右から重本重之さん，知事，世良基正さん
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